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議      長  次に、日程第５「議案第１号松田町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例」を議題といたします。 

 町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第１号松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のよ

うに定める。平成30年１月25日提出、松田町長 本山博幸。 

 提案理由。人事院勧告を鑑み、職員の給与等について改定をしたいので提案

するものであります。よろしくお願いいたします。 

議      長  町長の提案説明が終わりました。担当課長の細部説明を求めます。 

総 務 課 長  それでは説明をさせていただきます。今回の給与条例の改正でございます。

人事院の給与勧告に基づきまして、国家公務員の給与改定に準じて町職員の給

与条例の改正を行うものでございますが、施行期日の違いから、第１条、第２

条の条立てによる改正を行っております。本年の給与勧告のポイントにつきま

しては、月例給・ボーナスともに引き上げがなされ、民間給与との格差、今回

は0.15％になります。を埋めるために、俸給表の水準を引き上げるとともに、

ボーナスの引き上げ、この格差が0.1月分でございます。の民間の支給状況を

踏まえまして、勤勉手当に配分するものでございます。また、55歳を超える職

員の俸給の1.5％減額支給措置と、俸給表水準の引き下げの際の経過措置につ

いては、平成30年３月31日をもって廃止するという改正でございます。 

 それでは、１ページおめくりください。松田町職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例。松田町職員の給与に関する条例（昭和30年松田町条例第７

号）の一部を次のように改正する。この条例の一部改正につきましては、先ほ

ど申し上げましたとおり、月例給とボーナスの引き上げ、それと55歳以後への

経過措置の廃止でございます。人事院におきましては、全国１万2,400事業所、

約53万人の個人別給与を実地調査した結果でございまして、月例給では民間と

の格差0.15％、金額にいたしますと631円になります。民間が上回っているこ

と。それと、ボーナスにつきましては、民間の一昨年８月から昨年７月までの

直近１年間の民間の支給実績、4.42月でございました。と公務員の年間支給月

数4.3月を比較し、その差0.12月民間が上回っていることにつきまして、それ

ぞれ引き上げを行うものでございます。 
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 今回の改正の考え方につきましては、行政職俸給表１におきまして、初任給

基準の民間との格差があるということから、初任給を1,000円引き上げ、若年

層につきましては同程度の引き上げ、そのほかにつきましてはそれぞれ約400

円程度の引き上げということになってございます。松田町では行政職俸給表１

以外にですね、医師職俸給表と行政職俸給表２がございますので、それぞれ行

政職俸給表１に準じて改定をしてございます。ボーナスにつきましては、民間

の支給割合に見合うよう引き上げを行い、現在4.3月であるものを4.4月に引き

上げると。これを勤勉手当に配分してございます。また、附則におきまして制

定しておりました55歳を超える職員の給与の額の特例に関しましては、先ほど

申しましたように平成30年３月31日をもって廃止する改定でございます。 

 それでは、９ページをお開きください。９ページの裏側になります。松田町

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の新旧対照表でございます。こ

の表をもとに説明をさせていただきます。左側が改正案、右側が現行条文でご

ざいますので、比較しながらごらんをいただきたいと思います。第21条勤勉手

当の改正におきましては、下線部分の100分の85を100分の95に改正いたしまし

て、第２号で再任用職員について100分の40から100分の45に改正するものでご

ざいます。 

 下段の附則、次のページをお願いいたします。附則の10項になります。給与

の額の特例の先ほど申しました部分でございますが、「当分の間」を「平成30

年３月31日までの間」に改めるものでございます。下段の別表第１（第３条関

係）一般職給料表の改正では、１級から８級までの月額について、13ページま

でにわたって改正をしておりますので、ごらんをいただきたいと思います。 

 18ページをお願いいたします。今回の改正条例の第２条関係でございますが、

21条、勤勉手当につきまして、平成30年６月以降の勤勉手当に適用させるため

に、先ほど改正いたしました100分の95を100分の90に改正し、年間の支給月を

4.3月から4.4月になるよう改正するものであります。第２号では、再任用職員

について、同様に100分の45から100分の42.5に改正するものです。今回の改正

によりまして、人件費の増額ということになるわけでございますが、全体では

退職手当を含みまして496万2,000円増額となります。後ほど御提案させていた
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だいております各会計において、人件費の補正を計上させていただいておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 本文にお戻りいただきたいと存じます。８ページ、９ページをお願いいたし

ます。附則です。（施行期日等）１、この条例の第１条は、公布の日から施行

し、第１条による改正後の松田町職員の給与に関する条例別表の規定は平成29

年４月１日から、改正後の条例第21条第２項の規定は同年12月１日から適用す

る。２、この条例の第２条は、平成30年４月１日から施行する。 

 （給与の内払）３、改正後の条例の規定を適用する場合においては、この条

例の第１条による改正前の松田町職員の給与に関する条例の規定に基づいて支

給された給与は、改正後の条例の規定による給与の内払とみなす。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

            （「なし」の声あり ） 

 質疑なしとのお声ですが、これより討論に入ります。 

            （「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

           （「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。議案第１号松田町職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、原案のとおり決するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 


